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学ぶことの大切さを実感！　～農業基礎講座～

 

外部講師から刈払機の 
操作方法を学ぶ参加者

８月25日、９月４日、11日、新規就農者等を対象に農業基

礎講座を開催し、延べ31名が参加しました。 

講座では、刈払機の安全使用、農薬の安全使用と土壌肥料

の基礎、農業経営について取り上げました。農業改良普及課

は、講座スケジュールの作成、外部講師の選定、対象者への

開催通知等を行いました。 

参加者からは「安全面だけでなく効率面においても刈払機

の肩掛けバンドが必要とわかった」「付随作業の時間を減ら

したいと思っていたので参考になった」など、前向きな感想

が寄せられました。 

農業改良普及課は、来年度も同講座を開催し、新規就農者

等の知識向上や経営改善を支援します。

 
暑さに負けない！　～青年農業士中央東ブロック協議会～

 

 

「おじゃまします！」

９月２日、青年農業士中央東ブロック協議会は香南市の２

ほ場で高温対策資材現地見学会を開催し、７名が参加しまし

た。  
農業改良普及課は、夏期の高温対策のポイントと具体的な

対策の方法について説明しました。 
遮熱資材を展張・散布したハウスに入った農家からは「自

分のハウスよりかなり涼しい」などの声が聞かれ、資材を選

択した理由や使用期間等、たくさんの質問が出されました。 
農業改良普及課は、今後も青年農業士の活動を支援し、地

域のリーダーとなる担い手育成に取り組みます。

 
作業は計画通りに進んでる？　～香美市ニラ巡回指導～

 

 

聞き取りを行う普及指導員

９月 10 日、ＪＡ高知県香美地区ニラ部会の重点指導農家

及び新規就農者の３名に対し、巡回指導を行いました。 

農業改良普及課は、出荷状況や栽培計画、実際の栽培状況

について確認しました。特に、多くのほ場で抽だいが確認さ

れたため、花茎処理について聞き取り及び指導しました。 

農家からは「花が咲く前につぼみを除去したい」「抽だい

を防ぐため、定植時期を変えると良いか」などの声が聞かれ

ました。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して定期的に巡

回指導を行い、生産安定に向けて支援します。



 

 

 
環境データを活用した病害対策！　 ～データ駆動型農業勉強会～

 

 

勉強会の様子

9 月 15 日、農業改良普及課がデータ駆動型農業勉強会を

開催し、管内のＪＡ営農指導員や普及課職員等 18 名が参加

しました。 

農業改良普及課は、黒枯病菌の特徴と対策や SAWACHI の病

害予測機能を活用したシシトウの実証結果、大葉の斑点病対

策の取り組みについて共有しました。また、農薬メーカーよ

り天敵やＢＴ剤を活用した防除事例の紹介等がありました。 

参加者からは「温湯暖房でもハウス内の湿度は下がるの

か？」等の質問が出され、データを活用した病害対策への理

解が深まり、有意義な会となりました。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、農家の収

量・品質の向上に向けて取り組んでいきます。

 
温室金柑の大玉化を目指して　～温室金柑研究会　摘果指導～

 

 

摘果を行う普及指導員

９月17日、農業改良普及課はＪＡ営農指導員と協力し、  
ＪＡ高知県香美地区温室金柑研究会の生産者４名に対し摘

果指導を行いました。 
金柑は、完熟で収穫・出荷する高品質な栽培をしており、

果実が大きいほど単価が上がるため、摘果による大玉生産が

重要となります。農業改良普及課は、各ほ場で１樹ずつ摘果

を行い、生産者が自身の摘果具合を確認できるようにしまし

た。  
生産者からは「園地に見本ができたので、確認しながら摘

果作業を進めたい」といった声が聞かれました。 
農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、金柑の大玉

生産に向けて支援をしていきます。

 
新規栽培者の応援団！　～香美地区オクラ部会～

 

 

生育調査を行う普及課技師

とＪＡ営農指導員

ＪＡ高知県香美地区オクラ部会では、新規栽培者が早期に

栽培技術を習得できるよう、ＪＡと農業改良普及課が協力

し、ほ場準備から継続して技術指導を行っています。 
農業改良普及課は、生育調査の結果や新規栽培者のほ場を

確認した部会長の助言などを盛り込んだ「お返しシート」を

作成し、このシートをもとに、肥培管理や病害虫に応じた農

薬の選定などを新規栽培者と決めています。  
新規栽培者からは「困りごとが相談しやすく心強い」との

声が聞かれました。 
農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、産地の担い

手の育成に向けて取り組みます。


